近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１８クール日報（４月１日～４月７日）
	報告日
天気
	４月３日（水）
曇りのち雨
（気温：１４度７度）
	報告者
	兵庫県社協　安並
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１８クール：小島、山口、仲川、長三、宗重、池辺、田畠、長谷部、野口、福田、安並
　　　　　　　　　

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:20 朝礼
8:40 ボランティア受付
8:50 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:00 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
12:30 本部で活動者報告受付開始
12:30 ボランティア　最初のグループ終了・見送り
16:00 ボランティア　最後のグループ終了・見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
３日目


	
	17:00終礼
17:30 明日のマッチング（オリテ準備）、現地調査事後処理、Ｖセン2階のフロア清掃
18:30 活動終了

	報告事項

	昼から雨。可能な限り、午後も活動継続。
●VCの状況　V142名（テント村103名、県V30名、運転9名）
　現地調査27件（うち一般25件、現場系2件、キャンセル0件）
　ニーズ対応16件（うち完了16件、継続0件）
訂正　⇒　4/2 （正）ニーズ対応14件（うち完了12件、継続2件）
　ニーズ残517件（キントーン数値）

●マッチング担当
・オリエン動画をモニター上映開始。
・ゴミの分別や仮仮置き場の役割等を丁寧に説明。
・明日から救急箱を各班に用意。リーダーはバディコム等負担が多いため、プラス保健係を加え、グループの休憩、体調管理などを担当いただく。（気温上昇による熱中症対策も必要）
・今週は、引きこもりの方や障害児がおられる世帯での活動もあるため、マッチング時に活動時の配慮について共有する。

●資材担当
・雨のため、ビブスの汚れ等が多いので、要洗濯。ゴム手等のＶで手洗い対応。

●現地調査担当
・災害ＶＣo4名、近ブロ2名、丸亀市2名、京都市３名（4/3～）の5班構成で実施。
 
●仮仮置き場担当
・テント村22名
・仮置き場は、数日、待ち時間なしで稼働。
・中島仮置き場は5/6で閉鎖予定。
・近くで海難事故があり、一時、警察、消防車両が入ってきて、仮仮の一部が使用不可となる。

	今後の主な予定
	●明日4/4（木)の動き
・119名予定
・登山家の野口健氏とご家族計３名参加予定。（被災者宅承諾済み）


	調整課題・所感等
	・全戸訪問調査について協議。4/6（土）の引継のタイミングでテスト的に調査を開始し、4/13(日)
で能登島約900世帯、次に中島地区約1,100世帯を実施する方向で調整していく。
マニュアル、住宅地図も並行して準備中。体制イメージは、午後からハイエース10人乗り２台（支え合い職員または近ブロ1名＋運転Ｖ１名＋Ｖ８名の計10名）×２台
・ゴミの分別へのVからの苦情、ゴミを返された被災者の心情も踏まえ、オリエンでゴミの分別、各現場～仮仮置き場の役割について、Ｖに丁寧に説明を行い、活動に送り出した。
・前日、運転ドライバーさんの運転席周りゴミ等が多かったため、事前に社内点検も依頼した。
・テント村等から車でＶセン入りするケースがあるため、送迎車両、トラック等の位置を整理予定。


	その他
	・柳田製作所（八尾市）の柳田会長からガラス等の破片を入れる缶のバケツ（20ℓ/個）を10缶寄贈いただいた。（4/4から仮仮で活用予定。同社のパッカー車が長期現地で稼働中）
・奈良県社協から関東ブロック6名派遣について情報提供あり。
（マッチング１名、車両１名、受付・資材１名、現地調査３名配置予定）




